
２０１６年１１月２８日 
各中学校長  様 

京都府中学校体育連盟スケート専門部 
 

第７回京都府中学校スケート競技会（佐々木杯） 要項 
 
１ 主催  京都府中学校体育連盟スケート専門部 
 
２ 主管  京都府スケート連盟 
 
３ 日時  2017 年 1月 7 日(土)    開会式 7:30  公式練習 7:35～ 
   （時間は予定です。申し込み後，時間が確定しますので，最新の情報を確認してください。） 
 
４ 会場  京都アクアリーナ   京都市右京区西京極徳大寺団子田町６４番地 
          ＴＥＬ ０７５－３１５－４８００  http://www.kyoto-aquarena.com/ 
 
５ 参加資格 
 （１）京都府中学校体育連盟に加入し，校長の出場許可を得た選手。 
 （２）本専門部が取得する，個人情報の利用・活用等を行うことについて同意している。 
 
６ 引率者及び監督 
 （１）参加生徒の引率者・監督は出場校の校長・教員とする。 
 （２）引率者の特例：校長がやむを得ないと判断した場合に限り，「京都府中学校総合体育大会にお

ける引率者に関する特例」に準じ，校長が引率者として承認した外部指導者の引率を認める。 
 
７ 競技規定  ISU 及び日本スケート連盟競技規則に基づいて行う。 
 
８ 競技種目   

☆競技種目の名称を，昨年度大会や今年度の総体から変更しています。 
＃ 競技種目 所持級 滑走時間 課題 
① ジュニア選手権 ６級以上 ショート 2分40秒±10秒 ISU Jr.SP 
② 男子Ａ・女子Ａ ４級・５級 フリー 男子 3分30秒  女子 3分 Nv.A 
③ 男子Ｂ・女子Ｂ ３級 フリー 男子 3分  女子 2分30秒 Nv.B 
④ 男子Ｃ・女子Ｃ ２級 フリー 男女 各２分 ２級 
⑤ 男子Ｄ・女子Ｄ １級 フリー 男女 各１分 １級 
⑥ 男子Ｅ・女子Ｅ 無級・初級 フリー 男女 各１分 初級 
※競技種目は，バッジテスト総合級で申し込むこと。ただし，どのクラスも所持級より，上のク
ラスで出場することは可とする。 
※競技種目の詳細は，別紙を参照のこと。 

 
９ 音楽  音楽の媒体（ＣＤ・ＭＤ）は各自持参のこと。CD-RWや LP モード MDは不可。 
 
11 表彰  各種目男女別１位～３位に賞状とメダルを授与する。 
         
12 申し込み  「参加申込書」と「演技予定要素表」に必要事項を記入し，12 月 16 日（金）まで

に下記メール，FAXもしくは郵送で申し込むこと。 
        （メール，ＦＡＸの場合は，大会当日に参加申込書の原本を持参すること） 

       メール： yagi-m＠ujc.ritsumei.ac.jp 

       ＦＡＸ： 050-3730-3090 
        郵送 ： 〒611-0031 京都府宇治市広野町八軒屋谷３３－１ 
                   立命館宇治中学校 八木 誠 宛 
 
14 そ の 他 
 （１）大会に関する諸連絡は，京都府中学校体育連盟スケート専門部ＨＰにて行う。 

        http://kyotojhskating.org/



京都府中学校体育連盟スケート専門部

2016～2017 ISU及び(公財)日本スケート連盟 競技規定による

No. 競技種目 滑走時間 課　題

①
ジュニア選手権男子
ジュニア選手権女子

２分４０秒
±１０秒以内

２０１６～２０１７ISUジュニア課題

② 男子Ａ・女子Ａ（４級・５級）
男子３分３０秒

女子３分
２０１６～２０１７国内ノービスＡ課題

③  男子Ｂ・女子Ｂ（３級）
男子３分

女子２分３０秒
２０１６～２０１７国内ノービスB課題

④  男子Ｃ・女子Ｃ（２級） 男・女とも２分

ＰＣＳは、ＳＳ・ＰＥ・ＩＮの３項目で評価する。ファクター1.8(全ＰＣ共通)
転倒１回につき0.2減点。
a）ジャンプ要素　最大４個
・ジャンプ２個で構成されるジャンプ・コンビネーション又は
　シークエンスを２回含むことができる、第１ジャンプは異なった
　４種類を含むこと。(回転数が異なっても同じ種類とする）
・内１つはアクセル型ジャンプでなくてはならない。
　(ワルツジャンプは不可。)
・同じ種類のジャンプは２個まで。(回転数が異なっても同じ種類とする)

ｂ）スピン要素　　最大２個　　レベルＢで評価する。
　　すべてのスピンはフライングエントリー可。３回転未満は無価値。
・１つは１ポジションのスピン(足換えは自由、基本姿勢で５回転以上)
・１つはスピン・コンビネーション(足換えは自由、１０回転以上)
　１姿勢２回転以上回転すること。
ｃ）ステップシークエンス　　最大１個　　レベルＢで評価する。
・氷面を十分に利用したステップシークエンス(StSq)
・1／2に満たない場合は、無価値

⑤  男子Ｄ・女子Ｄ（１級） 男・女とも１分

ＰＣＳは、ＳＳ・ＰＥ・ＩＮの３項目で評価する。ファクター1.5(全ＰＣ共通)
転倒１回につき0.2減点。
a）ジャンプ要素　最大４個
・ジャンプ２個で構成されるジャンプ・コンビネーション又は
　シークエンスを１回含むことができる、第１ジャンプは異なった４種類を
　含むこと。　(回転数が異なっても同じ種類とする）
・ワルツジャンプは不可。
ｂ）スピン要素　　最大１個　　レベルＢで評価する。
　　フライングエントリー可。３回転未満は無価値。
・１ポジションのスピン(足換えは自由、基本姿勢で５回転以上)
ｃ）ステップシークエンス　　最大１個　　レベルＢで評価する。
・氷面を十分に利用したステップシークエンス(StSq)
・1／2に満たない場合は、無価値

⑥  男子Ｅ・女子Ｅ（無級・初級） 男・女とも１分

ＰＣＳは、ＳＳ・ＰＥ・ＩＮの３項目で評価する。ファクター1.2(全ＰＣ共通)
転倒１回につき0.2減点。
a）ジャンプ要素　最大４個
・ジャンプ２個で構成されるジャンプ・コンビネーション又は
 シークエンスを１回含むことができる、第１ジャンプは異なった
　４種類を含むこと。(回転数が異なっても同じ種類とする）
・ワルツジャンプ可。（ﾍﾞｰｽﾊﾞﾘｭｰ0.3で認定する。)
ｂ）スピン要素　最大１個　レベルＢで評価する。
　　フライングエントリー可。３回転未満は無価値。
・１ポジションのスピン(足換えは自由、基本姿勢で５回転以上)

　 ワルツジャンプは男子Ｅ・女子Ｅ(無・初級）のみベースバリュー0.30で認定する。ノーバリューであってもジャンプの枠は使った
ものとする。

2016年度　第７回京都府中学校スケート競技会　佐々木杯
種目詳細

種目詳細　   ショートプログラム（ ＩＳＵジャッジング・システムで採点を行う）

種目詳細　  フリースケーティング （ ＩＳＵジャッジング・システムで採点を行う）

※ 男子Ｃ，Ｄ，Ｅ・女子Ｃ，Ｄ，Ｅの競技は、プログラムの後半にジャンプを開始しても基礎値(ＳＯＶ)を１.１倍しない。

　 本大会では男子Ｅ・女子Ｅ(無級と初級を統合 )は、初級の課題で採点する。

要項（添付資料①）



 

第７回京都府中学校スケート競技会（佐々木杯） 

参加申込書 

 
 
  
 

 学校名 

 
 
 
 

 所在地 

 
 
 
 
 

フ リ ガ ナ 
選 手 名 

 
性別 

 

 
学年 

 

 
競技種目を○でかこむ 

 

 
所持級 

 

 
コーチ名 
（あれば） 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
①ジュニア選手権 

 
 ②Ａ ③Ｂ ④Ｃ ⑤Ｄ ⑥Ｅ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
①ジュニア選手権 

 
 ②Ａ ③Ｂ ④Ｃ ⑤Ｄ ⑥Ｅ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
①ジュニア選手権 

 
 ②Ａ ③Ｂ ④Ｃ ⑤Ｄ ⑥Ｅ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
①ジュニア選手権 

 
 ②Ａ ③Ｂ ④Ｃ ⑤Ｄ ⑥Ｅ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
     上記生徒の標記大会への参加を認めます。 
 
 

     ２０１６年   月   日 
 
 
 
             中学校長 

 
 公 印 

     
 
 
 



 

第７回京都府中学校スケート競技会（佐々木杯） 

演技予定要素表 
 

性別 
 

男子 ・ 女子 
 

 競技種目 
 
①ジュニア選手権 ②Ａ ③Ｂ ④Ｃ ⑤Ｄ ⑥Ｅ 

 

 所持級 

 

級 

 
  氏名（           ） 学校名（               ） 
 
                  緊急連絡先（             ） 
 

＃ ショート要素（①Jr選手権のみ） ＃ フリー要素（②Ａ～⑥Ｅのみ） 

 
１   

１  

 
２   

２  

 
３   

３  

 
４   

４  

 
５   

５  

 
６   

６  

 
７   

７  

 
８   

８  

 

 
９  

 
10  

 
11  

 以下は記入例  
12  

 2A  
13  

 3F+2Lo+2T  
14  

 StSq  
15  

 FSSp  
16  

 
※実際の演技の際に，予定を変更して演技することは許されています。 

※予定要素表の再提出は，音楽媒体提出時まで受け付けます。 


